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5位 41.1℃ 2020年静岡・浜松市

3位 41.2℃ 兵庫・丹波市柏原町

3位 41.2℃ 群馬・桐生市

２位 41.4℃ 埼玉・鳩山市

7位 群馬・前橋市

7位 40.8℃ 岐阜・美濃市

5位 41.1℃ 2018年埼玉・熊谷市

7位 41.0℃ 栃木・佐野市
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日本の最高気温記録
１位 41.8℃ 2025年群馬・伊勢崎市

記録
続々更新！

2025年

2025年

2025年

41.0℃ 2025年

2024年
2018年



2年連続年平均気温更新（2023/2024年）



夏（6月～8月）に全国で
熱中症で亡くなる人は？

① 約  100人

② 約  500人

③ 約1５00人
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全国の熱中症の死亡者数

厚生労働省 人口動態統計

年

熱中症は命を奪う気象災害



2011年 紀伊半島大水害（台風12号）

2014年 広島豪雨

2021年 令和３年８月豪雨
2020年 令和２年７月豪雨（球磨川･最上川）

2016年 台風10号（北海道・岩手）

2015年 関東東北豪雨（鬼怒川氾濫）

2017年 九州北部豪雨（福岡県朝倉）

2019年 令和元年東日本台風（台風19号）
台風21号 （近畿・四国で顕著な高潮）

2018年 西日本豪雨（広島・岡山）

近年の
気象災害
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2024年 能登半島豪雨

2013年 特別警報運用開始





猛暑日が増えている

猛暑日 始め３０年に比べ約3.9倍
（文部科学省・気象庁 「日本の気候変動2025」）
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非常に激しい雨が増えている

非常に激しい雨 1980年頃と比べ約２倍
（文部科学省・気象庁 「日本の気候変動2025」）
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日本海側の 減少している

1日20センチ以上の雪日数 1960年頃と比べ半減
（文部科学省・気象庁 「日本の気候変動2025」）









19世紀後半と比べて

10年に一度の
熱波 2.8倍 4.1倍 5.6倍 9.4倍

10年に一度の
大雨 1.3倍 1.5倍 1.7倍 2.7倍

10年に一度の
干ばつ 1.7倍 2.0倍 2.4倍 4.1倍

海面上昇 20cm
28～
55cm

32～
62cm

63～
101cm

地球温暖化で異常気象が増える

IPCC第６次報告書
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ＩＰＣＣが公表した６つの評価報告書

第6次評価報告書（AR6）2021年「疑う余地がない」
出典：環境省「IPCC1.5℃特別報告書の概要」（2019年）

気温上昇を生じさせるだろう

影響が全地球の気候に表れている

可能性が高い（66％以上）

可能性が非常に高い（90％以上）

可能性が極めて高い（95％以上）
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「緩和策」と「適応策」

温暖化による
影響に

備える
適応策

温室効果ガスを

減らす
緩和策

×



気候変動によるリンゴ栽培適地の変化

A-PLAT HPより



適応策

A-PLAT HPより

安定生産できる梅の品種・技術の開発

夏の日差しにより外見を
損なう「日焼け果」発生

新品種の開発
最低でも木を植えて20数年
品種登録までに10年以上

和歌山県果樹試験場 うめ研究所



個人でできる10の行動

国連広報センター
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